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抄録（抜革）；青年用P－Fの標準化研究の一環として本研究では次のことを枚討し，適切な

示唆をえた。

1．Rosenzweig，S．は青年用P－Fについては，青年期の欲求不満反応の性差を適確に把

握するのに，各場面について，FrustraterにはPeer－Adultと，Female－Maleの2次元を

FrustrateeにはMale－Femaleの1次元を導入して，2×2×2＝8種の場面構成を考慮し

て，各々3場面ずつの合計24場面として検討している。我が国での青年用P－Fでもこれを

導入しているので，今回はこのことについて検討し，反応の性差を吟味した。その結果，こ

れらの次元を導入しての青年用P－Fは，欲求不満反応の，青年期における性差的特徴をみ

るのに妥当であることが明らかとなった。

2．大学生（短大女子学生）を対象として，再検査法によるP－F青年用の信頼性（相関係

数と反応の一致率とによる）を，約3か月の期間をおいて資料収集し，検討した。その結果

は，Rosenzweig，S．が報告したものより高い数値を得，質問紙法ほどではないにせよ，投影

法としては信頼性が高いことを示唆した。

索引語：P－FStudy（青年用）欲求不満反応　青年期　性差　信敵性　場面構成

Ahstract：In standardization of the fLF Study（Form for Adolescent），takinginto

consideration ofpsychosexualdi茸erence characteristics ofadolescence，SaulRosenzweig

introduced the2×2×2＝8kinds ofitem（situation）construction．Concerning“Frus・

trater，”heintroduced the two dimensions which were called”Peer vs．Adult”and
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‘‘Female vs．Male，”and concerning“Frustratee，’’the dimension of“Male vs．Female．’’

These three dimensions cameinto construct the eight kinds ofitem．Usingadolescent

male and female subjects，in the present study，it was examinedwhetherthese eight
kinds ofitern（eachkindofiteminvoIved3items）discriminated the fernale adolescent

reactions to frustration from the male ones．As the results，it was found that these

kinds ofitem discriminated the sex differencesofreaction to fruStration between female

adolescents and male ones．Thusit was suggested that theJapanese Version of the

P－F（Form for Adolescent）wasan adequatesemi－prOjective diviceforidentificationof

the sex difference of reaction to fruStration among female and male adolescents．In

the present research，the authors alsoinvestigated the reliability of the P－F Study

（Form for Adolescent）by the test－reteSt method．The results suggested thattherelia－

bility ofthe Adolescent Form was signi丘cantly high．

Key Wards：P－F StuSy（Adolescent Form），FruStration，Adolescence，Sex Di仔erence，

Reliability，Item ConstruCtion．

導　　　　入

我々はこれまで，Rosenzweig Picture－Frustratioll（P・F）Stupy（青年用）の日本における

標準化を，中学生・高校生・大学生（1，2年生）を対象に実施，検討してさた。

これまでは，Rosenzweig，S．の酉年用P－Fに対する理論的背景，評点者問の一致度，中Ⅱ

・高Ⅱ・人Ⅱの生徒・学生を主とする標準化への予備的研究，評点因子の場面別出現率，GCR

表1　評点カテゴリーの

‾‾r‾‾‾ ‾妄二三‾‥場廟I判 ・ 丁コリー
1 ＿旦 3 4 且 6 ユ 8 9 雄 ‖ 12

中

′、ヽ∫・J‾

N ＝ 2 0 0

E －A 元 ‾ 1．7 5 73 ．5 9 ．75 1 5 2 1 ．5 7 4 5百I‾蕗 3 4 ．2 5 39 由 ．‘‘子 5 0 ．7 5

I －A 9 ．5 9 7 ．7 5 8 ．7 5 1 8 4 4 4 ．5 2 4 ．2 5 0 ．2 5 12 ．2 5 5 8 1 2 7

M －A 7 0 0 17 ．7 5 8 8 ．7 5 0 34 0 ．2 5 3 6 ．5 53 0 ．5 2 9 ．5 2 0 ．2 5

0 －D ．2 0 ．7 5 16 ．2 5 4 9 ．7 5 8 4 ．5 7 ．5 1 54 ．5 14 ．7 5 2 3 ．2 5 1 4 3 4 ．7 5

E －D 7 6 ．2 5 3 5 8 ．75 4 3 ．2 5 2 3 ．5 2 1 ．5 95 ．2 5 3 8 6 ．7 5 6 5 8 3 9 ．7 5

N － P 2 ．5 4 8 ．2 5 4 1．5 4 8 ．2 5 7 1 7 1 2 ．2 5 4 1 9 ．2 5 1 5 3 ．5

rllij1

校

N ＝ 2 0 0

E －A 2 1 ．5 2 ．2 5 8 5 ．5 3 ．25 1訂 ラ5 う 4 8 7 53 ．2 5 4 4 ．2 5 5 0 6 2 ．7 5 5 5 ．2 5

I －A 4 ．5 9 7 ．7 5 5 1 8 7 ．2 5 4 1 ．5 10 ．2 5 1 ．2 5 1 2 ．2 5 43 ．7 5 1 2 4 ．7 5

M －A 7 3 0 9 9 5 ．2 5 0 34 0 ．7 5 42 ．5 4 2 ．5 0 ．7 5 3 4 ．7 5 1 7

0 － D 2 1 ．5 4 3 4 3 ．7 5 7 8 ．7 5 12 3 ．7 5 5 5 1 5 ．7 5 2 1．7 5 3 0 ．5 4 7 ．2 5

E －D 7 2 ．5 3 0 18 ．5 6 0 ．5 2 8 ．7 5 27 ．2 5 8 9 ．7 5 39 ．7 5 19 ．7 5 7 1 ．2 5 6 6 ．7 5 12 ．2 5

N － P 5 2 7 3 7 ．2 5 3 2 6 2 ．5 60 ．2 5 4 ．5 2 ．2 5 6 3 ．5 1．5

大

学

N ＝ 2 0 0

E 一斉 30 1．5 7 7 ．2 5 3 ．5 訂 豆云 1 7 ．7 5 8 0 ．5 5 1 5 7 52 ．7 5 6 1 5 8 ．5

I －A 7 ．7 5 9 8 ．5 8 ．2 5 0 ．75 9 3 ．7 5 4 3 1 5 ．7 5 1 1 1 44 ．2 5 0 ．7 5 2 1．25

M －A 6 2 ．2 5 0 14 ．5 9 5 ．75 0 38 ．7 5 1 ．2 5 4 7 3 2 2 3 7 ．7 5 2 0 ．2 5

0 － D 15 4 0 ．7 5 5 2 10 ．2 5 6 ．5 9 ．5 1 69 ．5 18 ．2 5 14 ．5 18 ．5 4 9 ．5

E － D 7 9 ．2 5 32 ．7 5 17 ．7 5 6 6 ．5 2 4 ．7 5 32 9 3 2 7 ．5 15 ．7 5 7 9 ．7 5 7 9 ．7 5 9 ．7 5

N － P 5 ．7 5 2 6 ．5 3 0 ．25 2 3 ．2 5 6 8 ．7 5 58 3 ．5 2 66 4 ．7 5 1．2 5 4 0 ．7 5

全

学

年

N ＝ 6 0 0

E －A 2 3 ．8 3 1．8 3 7 8 ．7 5 5 ．5 1 1．3 3 2 行 元 8 0 ．5 54 ．6 7 4 5 ．17 4 7 ．2 5 6 3 ．7 5 5 4 ．8 3

I －A 7 ．2 5 9 8 7 ．3 3 0 ．9 2 8 8 ．3 3 4 3 1 6 ．7 5 0 ．8 3 1 1 ．8 3 4 8 ．6 7 0 ．9 2 2 4 ．3 3

M －A 68 ．4 2 0 13 ．7 5 9 3 ．25 0 3 5 ．5 8 0 ．7 5 4 2 4 2 ．5 1．08 3 4 19 ．1 7

0 － D 1 9 ．0 8 3 3 ．3 3 4 8 ．5 8 ．4 2 6 ．5 8 9 ．6 7 1 ．9 2 59 ．6 7 1 6 ．2 5 1 9 ．8 3 2 1 4 3 ．8 3

E － D 76 3 2 ．58 15 5 6 ．75 2 5 ．6 7 2 6 ．9 2 9 2 ．6 7 3 5 ．0 8 14 ．0 8 7 2 76 ．5 10 ．5 8

N － P 4 ．4 2 33 ．9 2 36 ．3 3 34 ．5 6 7 ．4 2 6 3 ．0 8 3 ．4 2 2 ．7 5 6 9 ．17 5 ．1 7 1．1 7 4 3 ．9 2

こ旨（註）（1）この表は中学，高校，大学各2年生，男女いずれも100名総計600名によるものある

（3）場面番号にアンダーラインをつけたものは超自我阻害場面を示している。
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（Group Confomity Rating）設定場面とその評点因子，反応転移（Trends）の一般的傾向な

どを検討したうえで，さらに中学生（1，2，3年），高校生（1，2，3年），大学生（1，

2）を通じてのNormsの設定，性差などを吟味して，いわゆる標準化のための資料を整備，

検討を加えてきた。

こうした経過のなかで，今回の報告では，

①Rosenzweigのいう言等年期的特色をみるためのFrustrater（欲求阻止者）とFrustratee

（被欲阻止者）とを考慮した場面構成との関連を考慮した性差的反応の検討をすること

②信頼性を吟味するために，いわゆる再検査による信戯性の検討などの結果を報告すること

にしたい。なお，それにいたるまえに，上述被験対象のうち，中学校2年，高校2年及び大学

2年を中心とした評点コテゴリー（五一A，′－A，〟－A，0－か，ガーβ，八㌧P）別による場面別出

現率についてもみもみることにした。

研　究　I　一一一評点カテゴリーの場面別出現率－

目的：

欲求不満反応は，場面によって異なることは士分に恕定される。したがって，それぞれの場

面の反応特徴を比較検討することは，個々人のP，F Study　の結果を解釈するさいに必要な示

唆を与えるものと考える。このような観点から，すでに，場面別評点因子の出現率を比較して，

場面別反応の特徴にアプローチしてきたが，今回はさらに構造的にこれを把握するため，場両

場面別出現率（男女こみ）ニ紘

1 3 1 4 1 5 遁 皇ヱ 1 8 建 2 0 塑 2 2 2 3 2 4 計 平 均 S J ）

6 1 ．2 5 5 7 ．2 5 1 4 ．2 5 4 1 ．2 5 1 5 ．5 3 5 9 ．7 5 3 7 ．2 5 1 4 2 3 ．7 5 4 4 ．2 5 1 1 ．5 8 3 1 ．7 5 3 4 ．6 6 2 1 ．7 6

8 ．7 5 6 ．5 4 ．5 1 8 ．5 8 1 1 5 9 0 ．2 5 2 5 ．5 8 5 ．5 6 7 ．5 1 ．2 5 1 8 1 3 ．5 3 3 ．9 0 3 3 ．5 6

3 0 3 0 ．2 5 7 9 ．7 5 0 ．2 5 0 5 0 0 3 6 ．2 5 0 8 ．2 5 5 2 ．5 8 7 ．5 7 2 5 ．2 5 3 0 ．2 2 2 9 ．0 3

2 7 4 7 ．5 1 1 ．2 5 3 1 1 2 5 ．5 2 3 1 ．7 5 3 3 ．2 5 8 0 ．5 1 6 ．5 4 4 5 8 2 ．2 5 2 4 ．2 6 1 9 ．3 8

2 2 ．5 3 1 ．5 7 0 ．2 5 7 5 ．2 5 4 2 ．7 5 1 5 8 4 ．7 5 6 4 ．7 5 4 0 ．7 5 1 4 ．5 1 5 5 1 ．2 5 1 0 3 4 ．2 5 4 3 ．0 9 2 6 ．9 6

5 0 ．5 1 5 1 7 2 1 ．7 5 4 2 ．7 5 5 9 ．5 1 3 ．2 5 2 ．5 2 5 ．5 4 ．5 6 6 ．5 4 ．7 5 7 5 4 3 1 ．4 2 2 5 ．8 5

6 7 ．5 6 4 1 5 ．5 6 1 ．両 1 5 ．う ち 4 6 ．2 5 9 ．5 4 3 ．5 1 6 ．7 5 2 9 ．2 5 4 5 ．7 5 1 2 ．7 5 9 3 0 3 8 ．7 5 2 4 ．由 ▼

4 1 ．5 9 0 3 6 ．7 5 8 4 ．2 5 1 2 ．7 5 1 7 ．5 1 7 ．5 8 1 ．5 6 3 ．7 5 1 ．7 5 1 7 2 9 3 0 ．3 8 3 3 ．7 5

2 8 3 1 ．5 7 9 1 ．5 0 4 1 0 3 8 ．5 0 ．2 5 6 5 2 8 6 ．2 5 7 1 3 ．5 2 9 ．7 3 2 9 ．5 1

1 7 ．7 5 4 7 ．5 1 6 ．7 5 1 ．5 1 6 ．2 5 4 1 ．7 5 1 4 0 4 9 ．5 8 0 ．4 1 6 ．5 3 5 ．2 5 6 7 4 ．2 5 2 8 ．0 9 1 9 ．7 7

4 9 3 7 6 5 8 9 ．5 5 1 ．5 1 9 ．7 5 9 2 ．7 5 5 7 ．2 5 3 6 ．5 1 2 ．2 5 2 3 ．7 5 6 0 ．7 5 1 1 3 2 4 7 ．1 7 2 4 ．7 5

3 2 ．7 5 1 2 ．5 1 6 ．7 5 9 3 2 ．2 5 3 8 ．5 5 ．7 5 2 ．2 5 1 2 ．5 6 ．2 5 坦 ・2 5 4 5 6 6 ．2 5 2 3 ．5 9 2 1 ．＿j O

6 6 ．‾2 5 6 1 1 8 ．2 5 5 8 ．5 9 ．5 ‾離 5 8 ：2 5 ’ 5 2 8 1 8 ．7 5 3 7 ．7 5 1 2 ．蕗 9 0 0 ．7 5 3 7 ．5 3 2 5 ．2 0

4 2 ．5 3 ．7 5 4 0 ．7 5 8 9 8 ．2 5 9 1 ．2 5 1 5 9 1 ．5 7 1 ．7 5 5 ．5 0 ．5 7 6 9 ．7 5 3 2 ．0 7 3 5 ．5 6

2 9 ．7 5 3 5 ．5 7 8 0 ．2 5 0 ．5 3 8 ．5 0 3 2 ．5 0 ．5 9 5 6 ．7 5 8 7 ．2 5 7 2 0 3 0 ．0 0 2 8 ．8 0

1 9 ．5 5 0 ．2 5 1 5 ．2 5 0 ．7 5 2 1 5 3 3 4 1 ．2 5 5 8 ．5 8 6 1 7 ．5 3 6 7 0 7 ．2 5 2 9 ．4 7 2 2 ．9 8

4 1 ．7 5 3 2 ．7 5 6 5 ．5 坤 ，5 5 2 ．7 5 1 6 9 0 ．5 5 6 ．2 5 3 2 ．5 9 ．2 5 1 9 6 1 ．7 5 1 1 2 5 4 6 ．8 8 2 7 ．4 7

3 8 ．7 5 1 6 1 9 ．2 5 1 0 ．2 5 2 5 ．2 5 3 1 6 2 9 4 ．2 5 6 3 ．5 2 ．2 5 5 5 8 ．2 5 2 3 ．筏 ＿ 2 1 ．7 6

6 ㌃ 6 0 ．7 5 1 6 5 3 ．8 3 1 3 ．5 8 4 4 ．8 3 9 ．1 7 4 4 ．2 5 五 9 2 元 葡 4 2 ．5 8 1 2 ．1 7 8 8 7 ．4 9 3 6 ．9 8 2 3 ．6 1

5 ．5 8 3 ．5 4 ．．0 8 4 5 ．3 3 8 4 ．7 5 1 2 9 0 ．5 1 9 ．3 3 8 6 ．1 7 6 7 ．6 7 2 ．8 3 0 ．8 3 7 7 0 ．7 3 3 2 ．1 1 3 4 ．．1 6

2 9 ．2 5 3 2 ．4 2 7 8 ．9 2 0 ．6 7 0 ．1 7 4 3 ．1 7 0 3 5 ．7 5 0 ．2 ．5 7 ．7 5 5 3 ．7 5 8 7 7 1 9 ．6 0 2 9 ．9 8 2 8 ．9 7

2 1 ．4 2 4 8 ．4 2 1 4 ．4 2 1 ．7 5 1 6 ．0 8 4 0 ．0 8 2 3 7 ．6 7 4 7 ．0 料 8 2 ．3 3 1 6 ．8 3 3 8 ．4 2 6 5 4 ．5 8 2 7 ．2 7 2 0 ．2 3

3 7 ．7 5 3 3 ．7 5 6 6 ．9 2 8 4 ．4 2 4 9 1 6 ．9 2 8 9 ．3 3 5 9 ．4 2 3 6 ．5 8 1 2 1 9 ．2 5 5 7 ．9 2 1 0 9 7 ．0 9 4 5 ．7 1 2 6 ．0 3

4 0 ．6 7 1 4 ．5 1 7 ．．6 7 1旦 6 7 3 3 ．4 2 j 3 8 ．3 3 2 ．2 5 1 5 ．6 7 5 6 3 ．0 8 ． 3 ．6 7 6 2 6 ．2 2 6 ．0 射 2 2 ．6 3

1

（2）場面別評点，カテゴリーの計が100に溝にない場面は誤認反応，無反応のあった場面である。
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別評点カテゴリー（ガ」，∫－A，〟－A，0一β，ガーβ，ルーP）の出現率を比較することとした。

被験者：

我々の一連の研究で対象として協力して頂いた被験者のうち，中学・高校・大学の各2年生

で，男女それぞれ100名，総計600名である。

手続き：

標準的教示によって学級毎に集団で実施したもので，これまでの一連の研究と同様である。

結果の整理：

場面別に評点因子（Scoring factors）の出現率をもとにして，6種の評点カテゴリー（Scor

ingcategories），すなわち①Extraggression（E－A：E′＋E（旦）＋e），②Introggression（Z嶋

AI′＋I（p＋i），③Imaggression（M－A：M′＋M＋m）の3種のアグレッション（aggres－

Sion）の方向と，④Obstacle Dominance（0－D：E′＋I’＋M′），⑤Ego Defense（or Etho－

Defense）（ETD：E（り＋I㊤＋M），⑥Need Persistence（N－P：e＋i＋m）の3種のアグ

レッションの型ないし段階との合計6種の評点カテゴリーについて，場面別出現率を求めて，

各場面の平均出現率と標準偏差とを算出した。

結果と考察：

表1にみるように，評点カテゴリー出現率は場面によって高低さまざまであるが，特定のカ

テゴリーに偏る場面が多い。そしてこうした偏りは全学年に共通している。

そこで，このような出現率の特徴によって，自我阻害場面（Ego－Blocking Situations）と組

自我阻害場面（Superego－Blocking Situations）とを比較すると，次のようになる。

（1）自我阻害場面（16場面）の反応特徴

①反応が属しA方向に偏る場面……場面3，11，12，13，14

②反応が〟一A方向に偏る場面……場面1，4，15，24

③反応が属しAと〟－Aの2方向に分散する場面……場面8，9，18，20，23

（彰反応が∫－A方向に偏る場面……場面22

表2　自我阻害場面でのアグレッションの方向の反応の偏り

場面
反応 の偏 り　　　 ＼＼＼＼ 1 3 4 6 8 9 11 12 13 14 15 18 20 2 2 23 24

盈一A ㊥ ○ ◎ ◎ ㊥ ㊥ ㊥ ㊥ （9 ◎ ◎

r A ○ ㊥

庸 一A 擾） ④ ○ ◎ （9 ㊥ ◎ ◎ （9 ㊥

（注）④…1つの方向に偏るもの；◎…2方向に分散して偏るもの；○‥・3方向に分散するもの。

衷3　自我阻害場面でのアグレッションの型の反応の偏り

「蒜 議 り ‾‾一・一－＼聖 ＼ 1 3 4 6 8 9 11 12 13 14 15 18 20 22 23 24

0 一．D ◎ ◎ ◎ ○ ◎ （9 （9 ㊥ ◎ ．．．

月Lか ㊥ ◎ （9 （強 ㊥ ○ ◎ ㊥ （9 ◎

八LP ◎ ◎ ㊥ ◎ ○ ◎ ㊥
l

（注）㊥，◎，○の意味は表2と同様。
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⑤反応がガーA，∫－A，〟－A　の各方向に比較的分散する場面……場面6

これを表示すると，衷2のとおりである。

これにアグレッ．ションの型の出現率の特徴（裏1と表3参照）を加味すると，自我阻告場面

での反応を特徴は次のように分かれる。すなわち，

①アグレッションが1つに集中し（偏り），アグレッションの型も1つlに集中するもの（偏

るもの）：

合計4場面

②アグレッションの方向は1つに集中する（偏る）が，アブレッションの型は2つまたは

3つに分散するもの：

合計6場面

③アグレッションの方向は2つまたは3つに分散しているが，アグレッションの型は1つ

に集中する（偏る）もの：

合計3場面

④アグレッションの方向も型もともに2つ以上に分散しているもの：

‡；：‡二：芸二三3二雲；慧㍊慧20） 合計3場面
となっていることがうかがえる。

（2）超自我阻害場面（8場面）の反応特徴

自我阻害場面と同様に，超自我阻害場面（8場面）についてもみてみると，表4，表5のよ

うである。つまり，

①アグレッションの方向が∫一A　に集中する（偏る）もの……場面2，5，17，19，21

②アグレッションの方向がガーA　に集中する（偏る）もの……場面7

③アグレッションの方向が∫－A，ガーAの両方向に分散するもの……場面10，16

表4　超自我阻害場面でのアグレッションの方向の反応の偏り

、、‾～ 一一一　　　　　　 場面
反応の偏 り　　　　 －＼ 、＼ 2 5 7 10 16 17

19 21

」臣－A 画 （9 （9

r A ㊥ ㊥ ㊥ ㊥ ㊥ ㊥ ㊥

（注）㊥，◎の意味は表2，麦3と同様。
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表5　題自我肛書場面でのアグレッションの型の反応の偏り

反応の偏 。　 翠面
2 5 7 10 16 17 19 2 1

0 －月 ○ ㊥

∬一刀 ○ ㊥ ＠） ＠） （り ㊥ ◎

八L P ○ （9 ◎

（注）㊥，◎，○意味は衷2，表3と同様。

これにルグレッションの型を組合わせてみると，超自我阻害場面での反応特徴は次のようで

ある。

伊1つのアグレッションの方向と，1つのアグレッションの型とに集中する（偏り）もの：

合計3場面

②アグレッション方向は1つに集中するが，アグレッション型は2つ以上に分散するも

の：

合計3場面

亘、アグレッションのプ月加ま分散しているが，アグレッションの型は1つに集中する（偏る）

もの。

〈a・＆A，′－Aと卦か…場面10，16〉 合計2場面

となっている。

このように，評点因子別による反応の出現率に比して，評点カテゴリー別による出現率の方

が，場面反応の特徴を構造的に把捉しうるという長所を持っている。しかし，この方法では，

それぞれの評点因子の出現率が埋没するという短所を持っているので，個々人のテスト結果の

解釈には，すでにこれまでの報告で提供した場面別評点因子の出現率を併用することがのぞま

れる。よく考えてみると，表2と表3，そして，表4と表5とを組合わせてみると，たとえば，

反応がガーA　と属しβに集中するということは，とりもなおさず属し反応（E－反応を含めて）

に集中していることを示唆するものでもあり，また，劇トAに集中しつつ，0－β，ガーか，Ⅳ－Pに

分散するということは，M′，M，mに主として分散することを示唆しているのであるから，さ

かのぼって，各場面の各評点因子の出現率をみていることにもなっていることはいうまでもな

い。けれども，全体として，ガーA，∫－A，鳳「Aといったアグレッションの方向や，0－D，昇一か，

ALPといったアグレッションの型の全般的出現の傾向をみておくことは，Rosenzweig流にい

えば，欲求不満反応の研究としては大切なことで，個々の評点因子の解釈的意味よりも，評点

カテゴリーの解釈的意味の方をかなり重視している点からは必要なことと考えてここに検討し

てみたまでのことである。
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研　究　Ⅱ　－一場面構成のカテゴリーと反応との関係－

目的：

Rosenzweig，S．は，fLF Study（Form for Adolescent）については，場面の構成をFrus－

trater（欲求阻止者）に関してPeer－Adult，Female－Maleの2要因を，Frustratee（被欲求

阻止者）に関してMale－Femaleの1要因を考慮し，2×2×2＝8のカテゴリー化を行なっ

て青年期における欲求不満反応の性差（Sex differences）を吟味することの必要性を，児童用

や成人用の場合とは異なって特に強調し，P－Fのテスト用紙でもそのように工夫している（衷

6参照）。これは，青年期が，その心理的特徴からみても，児童期や成人期とは微妙に異なっ

た欲求不満反応を反映することから考案されたものであることによるものである。これについ

ては一連の報告ですでにみてきたところである。

本報告で，ここに研究することは，これまで標準化を行なってきた我が国での青年の標準化
°　°

データに基づいて欲求不満反応の場面構成のカテゴリー化による性差を吟味することが目的で

ある。

方法：

被験者はこれまでの報告で行なったのと同様で，具体的には表7に示すようである。実施法

や資料の整理法等についても同様。

表6Item Classification by Age Leveland

Sex ofFrustraterbySexofFruStratee

（FruStratedPerson）〔RosenzweigP－F：

Adolescent Form〕

Frustrater F ru Stratee （A dolescent）

A ge L evel Sex M ale Fem ale

Peer F em ale 5， 7，18 2，15，20

Peer M ale 4， 8，10 6，12，22

A dult F em ale 17，23，24 3，14，21

A dult M ale 1， 9，19 11，13，16

（注）アンダーラインは超自我阻害場面を示す

表7　被験者数の内訳

忘 ・1－・芸 、、、
M （男） F （女）

中　 学

（J．H ．）

1 年 100 100

2 年 100 100

3 年 100 100

計 300 300

高　 校

（S．H ．）

1 年 100 10 0

2 年 100 100

3 年 100 100

計 300 300

大　 学

（U ）

1 年 80 100

2 年 100 10 0

計 180 200

合　 計 （G T ） 780 800

結果と考察：

具体的な結果の詳細にわたる資料はこの研究報告の末尾に参考資料1～8として掲げたよう

になっている。この参考資料の各細胞内の数値は，各学年の男女ともにそれぞれ，100名であ

るので，そのまま各評点因子の出現頻数を計算するという方式をとっている。それらは結局

100分率となる。したがって，アグレッションの方向（ガーA，∫－A，朋LA）であれば，「男子」
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の場合であれば，場面5，7，18（FrustraterがPeer・Femaleで，FrustrateeがMaleの

Situations（Items）のとき）のときは，46．1＋38．3＋14．8＝99．2となっており，100％に近似

している。これは，無反応，誤反応などによる評点不可能（U：Unscorable）な反応があるこ

とによるものであることをことわっておく。同様にたとえばアグレッションの型（0－か，月しか，

ALP）で，「計」の場合であれば，「男子」のときは，17．4＋44．9＋37．0＝99．3で同様に100に

近似するといった具合である。

また，各細胞内のゴチックの数値は，各校種（中，高，大）について，学年の数（3または2）

で除した平均の出現頻度を示している。〔ただし，大学1年男子のみが80名であるから，100名

に合致するよう，1名あたりが1．25名として計算されていることもことわっておく。〕さらに，

各評点因子（E′，E，e，I′，I，i，M′，M，m）と各評点カテゴリー（E一一A，Z－A，几トA，0－D，

jLか，Ⅳ－P）の「計」のところは，3（校種）×3（場面）＝9で除してあることも付記しておく。

なお参考資料は，青年用P－Fを実施したとき，該当被験者の学年や性別などを考慮してみ

るときに有効な補助的資料となると考えたので，ここに掲載した。

これらの参考資料を基にして，評点カテゴリー別にまとめたものが，表8と表9とである。

表8はアグレッションの方向（属しA，∫－A，∬－A）別に，表9はアグレッションの型（0－か，

jトか，Ⅳ－P）別に表示したものであり，図式的にまとめたのが表10と表11とである。表10と表

11とで，各細胞内の「M」や「F」の記号は，それぞれ「男子（Male）」と「女子（Female）」

表8　＆A，rA，〟：Aによる反応出現傾向

P ru stra ter P rustra tee

A g e level Sex M a le F em ale

P eer F em ale

Su bj．。Sit．
g －A r －A 〟 －A

Sit．
g －A r －A 〟 －A

M F M F M F M ．F M F M F

J Ji．．（5）

°
（7）

18

4 1．5 40．8 41．1 42．2 16．6 16．4 （2 ）

15

20

20．6 18．6 4 1：0 41．0 36．7 39．9

S J王． 45．6 47．2 38．0 36．2 16．2 16．0 24．4 17．2 39．1 ぬ 5 36．7 43．0

U 51．3 43．9 35．6 39．4 11．8 15．7 23，1 21．0 37．7 38．6 38．7 40．3

T 46．1 43．9 38．3 39．2 川．8 16．0 22．7 19．0 39．3 39．7 37．‾4 引 ．0

A ge lev el Sex M ale F em d e

P eer M ale

S ub j．Sit．
g －A ∫　－A 〟 －A

Sit．
ガ ーA ノ　ーA 〟 －A

M F M F M F M P M F M F

J J I．
4

8

8伽

35．3 33．0 20．5 20．4 42．3 46．2
6

12

22

34．7 34．4 44．1 47．2 19．．7 17．8

S ．H ． 34．3 35．8 1．6Jl 1．5．‾7 44．5 4 5．6 38．2 36．0 38．2 45．6 2 1 0 17．8

U 38．3 31．4 12．7 17．1 45．3 49．4 36．0 31．6 43．0 48．6 20．6 19．4

T 36．0 33．4 16．4 11 7 44．0 47．t 36．3 糾．0 引 ．8 47．1 20．4 18．4

兎 e Ievel　 Sex M ale F em ale

A du lt F em ale

S ubi．
lsit． ガ ーA ∫　－A 〟 －A

S it．
ガ ーA ∫　－A 〟 －A

M F M F M I F M F M F M F

J ．H ．
甲

23

24

2 3．8 21．9 27．2 29．7 47．2 4 7．9
3

14
血

53．5 50．2 31．2 33．0 13．3 15．6

S Ii 26 4 21 7 26 5 31 3 46 0 46 7 55 6 53 5 28 4 30 5 12 3 15 1

U 24．9 20．5 29．0 31．3 46．4 47．9 56．2 48．2 29．5 33．5 13．9 18．2

T 25．0 21．4 27．6 30．7 46．5 47．5 55．1 50．6 29．7 32．4 13．2 16．3

A ge level　 Sex M a le F e m ale

A du lt M a le

Su bj． S iL
ガ ーA ノ　ー A 〟 ‾－A

Sit．
ガ ーA 1 －A 〟 －A

M F M F M F －M F M F M F

J ．H ，
1

9
壷

27．6 20、9 38．0 36．6 37．1 42．2
11

13
血

56，1 58．6 20．8 18．7 18．8 2 1．9

S H 29 4 23 4 33．9 37．3 35．4 39 4 62．3 60．4 11．8 17．4 2 1 7 20．4

U 38．7 25．3 32．0 39．2 28．9 35．5 r68．3 56．8 12．3 17．8 18．9 26．7

T 31．9 23．2 銅 ．6 37．7 33．8 39．0 62．2 58．6 15．0 18．0 t9．8 23．0

（注）J．H．は中学，S．H．は高校，Uは大学，Tは全体，（）は超自我阻害場面を示す。
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表9　0－か，古刀，ルPによる反応出現傾向

F r u s tr a te r F ru S tr BLte e

A g e le v el S e x M a le P e m a le

P ee r F e m a le

S u b j． S it．
0 － 1 ） ガ 一 皿 〝 － P

S it．
0 ・－β ガ 「 β Ⅳ － P

M F M F M F M F M F M F

J ．H ．
（5 ）

（ラ）

18

12 ．8 1 1 ．8 4 4．8 4 5 ．5 4 1．6 4 0．9
（2 ）

15

2 0

2 3．6 2 2．4 ．5 7 ．7 5 4．3 17 ．0 ．2 2 ．8

S J 王． 1 8．6 1 6 ．6 4 6二°2 4 6 ．2 3 5．0 3 6．5 2 9．2 3 1 ．2 5 6．9 4 9．5 14 ．2 1 9 ．0 ・

U 2 0．8 16 ．7 4 3．6 4 4 ．6 3 4．3 3 7．7 3 3．0 3 2 ．8 ． 5 4．3 4 8．1 1 2．2 1 9 ．0

T 1 7．4 1説 0 4 4．9 4 5 ．8 3 7．0 3 8．4 2 8．6 2 8．8 甲 ・3 5 0．7 川 ．5 2 0 ．3

A g e le v el　 S e x M a le F e m a le

P e e r M a le

S u b j ．S it．
0 － β ガ 一 月 Ⅳ － P

S it．
0 － か ガ ー β Ⅳ － P

M F M F M F M F M F M F

J ．H ．
4

8

n α．

2 6．2 3 3 ．7 5 5．1 4 6 ．2 1 6．8 1 9．6
6

12

2 2

4 3．4 4 2 ．8 1 7．3 17 ．5 3 7．8 3 9．1

S H ． 2 6．7 2 9 ．2 5 5．6 5 5 ．4 1 2．5 1 2．5 4 6．0 4 7 ．0 1 6．5 15 ．6 34 ．9 3 6 ．8

U 3 0．7 3 4 ．6 5 6 ．6 5 1．4 9．0 1 1．8 4 7 ．1 4 9 ．2 1 7．1 ・16 ．5 3 5．4 33 ．9

T 2 7．9 3 2 ．5 5 5 ．8 5 1．0 1 2．7 川 ．6 4 5 ．5 4 6 ．4 1 7．0 16 ．5 3 6．0 36 ．6

A g e le v el　 S e x M a le P e m a le

A d u lt F e m a le

S u b j． S it ．
0 － か 万 一 か Ⅳ － P

S it．
0 － か ガ ー β Ⅳ － P

M F M F M F M F M F M F

J ．H ．
仰

23

24

1 9．9 2 6 ．7 4 2．0 3 5 ．2 3 6．4 3 7．6
3

14

飢

4 6 ．8 4 3 ．8 2 6．2 28 ．1 2 4．9 2 6．9

S ．H ． 18 7 2 5 8 4 7 2 4 0 1 3 2 9 3 3 8 4 8 1 5 0 4 2 6 5 2 7 2 2 1 8 2 1 5

U 24 ．5 2 1 ．0 4 6．0 4 6 ．4 2 9．8 3 2．2 4 6 ，9 5 4 ．6 3 2．4 2 3 ．2 20 ．3 2 2 ．0

T 2 t．0 2 4 ．5 4 5．1 40 ．6 ね 0 3 4．5 4 7 ．2 4 9．6 2 8 ．4 26 ．2 2 2 ．3 2 3 ．5

A g e le v e l　 S e x M a le F e m a le

A d u lt M a le

S u b j． S it．
0 － β ガ ーβ Ⅳ －P

S it．
0 － か ガ 一 月 Ⅳ － P

M F M ‘ F M F M F M F M F

J ．H ．
l

g

u 劫

1 2．0 16 ．1 ・ 5 6．7 53 ．1 3 0．9 3 0．5
11

13

㈹

1 4 ．2 1 3．2 6 0 ．2 6 4 ．9 2 1．3 2 1．1

S ．H ． 10 ．5 14 ．6 6 2．6 60 ．5 2 5．4 2 5．0 1 6 ．7 1 1．1 6 5 ．0 6 9 ．8 14 ．1 1 7．3

U 1 1．0 1 4 ．4 6 1，2 55 ．7 2 7 ．5 3 0．0 1 5 ．0 － 1 5．0 6 9 ．7 6 5 ．5 14 ．8 2 0 ．7

T 1 1．2 15 ．0 6 0．2 56 ．4 2 7．9 2 8．5 15 ．3 1 乱 1 6 4 ．9 66 ．7 16 ．7 1 9．7

（注）J．H．は中学，S．H．は高校，Uは大学，Tは全体，（）は超自我阻害場面を示す。

のいずれの方に出現が大であるか（小であるか）を不等号で示している。これらの表で，不等

号が大きくゴチックで示されているもの（＜または＞）は5％以上またはそれに近い値で男女

間に差のあるもの，2重不等号（≪または≫）は3鬼程度の男女差のもの，1重不等号（＜ま

たは＞）は2劣程度の男女差のもの，「－」はそれ以下の値の男女差でほとんど差のないこ

とを示している。表12と表13とは，それぞれアグレッションの方向と型とについて，表10と表

11とに基づいて下位表示してみやすくしたものである。これらの表についても，各細胞内の

「M」や「F」の記号と不等号の意味は表11や表12と同様である。なお，今回の報告では，詳

細な統計的検定を加えていないのでことわっておく。

そこで，以上の諸表から，とりわけ表10と表とを中心に考察を加えてみたい。先ず表10をみ

てみよう。

アグレッションの方向（Directions of Aggression：E－A，7－A，M－A）についてみると，

①Frustrater　とFrustrateeで性（Sex）が異なると，全般的には反応に男女差が生じにく

い傾向がうかがえる。これは，一般的にみて，状況（場面）における外的または内的過程を同

定（identify）しにくい面があり，したがって，被験者の側においても投影（projection）の過

程が作用しにくいといったことが想定される。

②FruStraterがPeer　とAdultで反応の性差がどのようになるかをみると，Adultのとき

の方が性差が出やすいといった傾向をみせている。これもひとつの青年期特色であるかもしれ
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表10　Directions of Ahhression（E・A，t・A，必A）の反応山現頻度の性差

F ru stra tee

F rustr ate r

F ru stratee

M a le F em a le

A ge L e vel S e x S it． ガ ーA ∫　－A 〟 － A S it．ガ ー A ∫　－ A 劇「一A

hQJ
・－Cd
h
J．ュ∽
コ
h
h

P eer

F em ale

（5）

（7 ）

18

〝 ＞ダ

（2 ）

15

20

：〟≫ ダ：

°　t　°　一　°　▼　°　°
°　°　t　t　°　t　°　°h　°　°　t　°　°　°
：‘〟≪ダ：

°　°　1　°　°　°　°
°　°　°　e　°　°　°°　°　°　°　t　t　°

M a le

4

8

（1伽

財＞ダ

：：〟≫ ダ：

：〟≪ダ

6

12

22
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11
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（注）（）は超自我阻害場面を示す。

表ll Types（or Stages）of Aggression（0・D，E・D，NIP）の反応出現頻度の性差

F rus tra tee

F rustra te r

F ru stra tee

M ale F em ale

A g e L eve S ex S it． 0 －か β －β Ⅳ －P S it． 0 －か g －β Ⅳ －P

L
q）
．◆Jd
h
・◆」のコ
h
h

P eer

F em a le

（5 ）

（7）

18

〟＞ダ

（2）

15

20

〟 ＞ダ 〟く ダ

M a le

4

8

仕切

jぼくダ 〟＞ ダ 〟＜∫

6

12

22

A d u lt

F em a le

（1¶

23

24

〟≪ダ 〟＞ ダ

3

14

位1）

〃＜ F 〟＞ダ

M a le

1

9

（19）

〟≪ダ 〟≫ ダ

11

13

（16）

〟＞ダ 〟＜ダ 〟 ≪ダ

（注）（）は超自我因子場面を示す。

ない。膏年期においては，一般に‘‘心理的離乳期（psychological weaning）’’といわれたり，

‘‘第二の誕生’’といわれたり，あるいは‘‘第二反抗期’’とか‘‘疾風怒涛の時代’’と称せられる

ように，内面的変化に伴っての反抗的態度が，とりわけ権威的な事物，人物に向けられやすい
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面からも十分想定できるところで，それがアグレッションの方向にあらわれやすいものと考え

られる。

③しかも，こうした事情は，男子ではガーA方向に，女子では∫－A，劇「A方向にアグレッ

ションが向けられることからみて，男子ではより自己主張的，企図的，かつ，ときには攻撃的，

敵意的な形で出現されることがうかがえる。女子では比較的，自責的（intraggressive）　また

は無責的（imaggressive）な形で欲求不満反応が出現され，青年心理諸学者のことばを引用し

ながら　Rosenzweig　も指摘しているように，　家庭や学校での養育や教育の性差的行動様式へ

の期待の差異もかなり影響していることが考えられるのである。

次に，アグレッションの型（Types or Stages of Aggression：0～D，E－D，N－P）について

みてみると，

①FrustrateeがMaleのときに反応の男女差が生じやすい傾向にある。これについても，背

年期は一般に，男子の方に衷出された行動の許容範囲が女子に比して大きいといった社会的雰

囲気があるところから，FrustrateeがMaleのときの方が被験者には同定（identjfy）しやす

いことが予想されるのである。

②0－か系統の反応は，M＜Fの傾向を示している。このことは，0－か系統の反応（E′，I′，

M′）は方向の如何にかかわらず，欲求不満の障害のみを強調するに止める反応で，それ以上

には発展しないという点では，感情や情緒を切り離したり（isolation），抑制（suppression）し

たり，無視（negation）したりする反応であることから，この種の反応様式が上記3）にも述べ

たような事情から，女子に多くなる傾向を示唆しているのではないだろうか。

③月LD系統の反応（E，I，M）はM＞Fとなる傾向がある。いわゆる自我防衛（ego defen－

Sive）の反応であって，0－か反応に比して明確化されており，その方向の如何にかかわらずそ

のことが指摘される反応である。そういう点では，男子の方が女子に比してより確固とした行

動をとることが‘‘男らしぎ’のひとつの指標となっていることからみてもまず理解可能な側面

を示唆しているように思われるものである。

④N－P系統の反応（e，i，m）は，全体的に差が少ないけれども，どちらかというとM＜F

の傾向に出ている。この種の反応は欲求不満に陥ったときに要求にこだわるものである。他者

に依存して解決しようとするか（e－反応），自分から解決しようとするか（i－反応），時間的解

決ないしルールに従うか（m－反応）であるが，女子の方が，淡白に自我防衛的に反応するよ

りも，何らかの様式で要求にこだわるといった執拗さを示唆しているように思われる。（以上

を更に具体的にみるのに衷12，表13は参考になると思う。）

このように，青年用で，FrustraterとFrustrateeのあいだに，Peer－Adulf，Male－Femaleの

次元を配置して青年期の欲求不満反応の性差的特徴を吟味しようとしたことは，それなりに意

義があるように思われる。ここでは，本研究報告の末尾にかかげた詳細な資料の検討はまだな

されていない。中・高・大学を通じてまとめた形での考察しかなされていないので，今后はさ

らに中・高・大の次元を考慮したうえで，評点因子（Scoringfactors：E′，E，C，I′，i，M′，M，

m）のそれぞれについて個々に考慮しつつ吟味検討を加えて，青年用P－F　のより有効な利用

のための示唆を提供したいと考えている。また，自我阻害場面と超自我阻害場面の区別も考慮

して検討を加える必要性もあると考えていることも付言しておきたい。
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表12　Directions of Aggression（EA，Z・A，MA）の反応出現頻度の性差

F ru stra tee
F ru strater

M ale F em a le
よ蓋 霊 畏

M a le F em ale
＼＿堕些 堕 e
F ru Stra ter ＼ M ale

F em ale霊 霊 畏 M ale F e m ale

ガーA

，（〆．且，♂）
P eer
F e m ale 〟＞ダ 〟≫ダ

A d ult
F em a le 〟≫甘 〟≫ザ

F em a
P eer 〟＞ダ 〟≫ダ M a l。l P eer 〟＞F 〟＞ダ

M ale 〟＞ダ 〟＞ダ M a le ∬＞ダ 〟≫ダ CA du lt 〟≫甘 〟≫ダ L些 堕 ・〟＞ダ 〟≫ザ

F rustrate
F蒜云諒 ＼ 呵ale F em a le

F ru stra te
F i右京諒 ‾＼ M a le F em a le

監 恵 索
M ale F em ale

F r彿 a te
F ru stra ter ＼ M ale F e m ale

・J r－A
（′．1．i）

rp ee i
F em a le － － A du lt

F em ale 〟く≪ダ 〟＜′
．em a l

L p eer
－ － M ale

P eer － 】〟くダ

M ale － 〟＜ダ M a le 〟≪ダ 〟≪ダ 「A du lt 〟く≪ダ 〟＜′ A d ult 〟く≪ダ 〟く≪ダ

F rustra te
F這南 京「＼ M ale F em a le
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M a l．e F em a le
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M ale F e m a le

＼ F rdstrdte
F 六ふ ra ter ＼ M ale F em a le

〟一A
（〟．〟．椚）

P eer
F em a le － 〟≪ダ
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F em ale － 〟くくダ
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表13　Types（or Stages）of Aggression（0・D，＆D，N・P）の反応出現顆皮の性差
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研　究　Ⅲ　一一一再検査信頼性について－

目的：

P－F Study（青年用）の再検査法（retest method）による信頼性ないし安定性について検

討吟味することを目的とする。

方法：

対象：女子短大家政科2年生68名。

手続き：同一の被験対象者に対して，P－F Study（育年用）を集団で2回実施した。第1

回目と第2回目の間隔は11週間である。反応の評点（Scoring）の仕方は具体的には表14に示す

とおりである。被験者をそれぞれ34名ずつのA，B2群に分け，3名の評点者（a，b，C）

が表14に示すように評点するという方式をとった。つまり，すべての反応は2名の評点者によ

ってスコアされ，不一致の場合は我々の共同研究者のグループで協議のうえ決定した。

表14　再検査の評点の仕方

　＼　　 評 点 者　＼

被験者群 、、‾、、＼＼

評　　　 点　　　 者

a b C

被
験
者

A　 群 （34名） 第 1 回 自分 第 2 回 自分

B　 群 （34 名） 第 1 回 自分 第 2 回目分
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結果と考察：

表15には，各評点因子，評点カテゴリー，及びGCRの1回目と2回目の平均（M）と標準

偏差（SD）及び偏差積相関係数（r）を示した。この表で，評点因子について，たとえばe－反応，

I′－反応のように平均値が低いのに比して，標準偏差が広いものについては，平均値や標準偏

差を求めても，本来，正規分布しているかどうかがうががわしいものもあるが，Rosenzweig

によると，評点因子よりもむしろ評点カテゴリーのように，かなり平均値も大で，それととも

に標準偏差もそれなりに広がりを持っているときに意味を持つものであることに言及している。

ここではそうしたことも承知のうえで，一応，参考までに算出したことをことわっておきた

し＼（

表15　P－FStudy（青年用）の再検査による平均，

標準偏差，相関係数

評　 点

変　 数

1 回 目 2 回 日

M S D M S D r

E ′ 3 ．4 1 1 ．6 1 2 ．9 0 1 ．6 6 ．5 5 8 ＊

E 4 ．0 2 2 ．4 3 3 ．8 3 2 ．1 8 ．7 0 0 ＊

e 1 ．2 2 0 ．7 4 1．2 2 0 ．7 3 ．4 6 9 ＊

I ′ 2 ．1 6 1 ．0 1 2 ．1 1 1 ．2 0 ．4 4 8 ＊

I 3 ．6 1 1 ．5 9 3 ．7 6 1 ．7 0 ．4 6 1 ＊

1 2 ．3 2 1 ．4 1 2 ．5 2 1 ．6 9 ．4 5 5 ＊

M ／ 1 ．4 5 1 ．0 0 1．5 2 1 ．0 6 ．4 7 6 ＊

M 3 ．3 6 1 ．4 0 3．3 6 1 ．5 3 ．5 2 6 ＊

m 2 ．4 3 1 ．2 8 2 ．7 9 1 ．4 7 ．6 5 3 ＊

E －A 3 5 ．8 3 1 1 ．3 7 3 2 ．7 9 1 1 ．5 1 ．6 2 7 ＊

I －A 3 3 ．9 3 6 ．5 0 3 5．12 7 ．4 5 ．5 4 9 ＊

M －A 3 0 ．2 4 7 ．8 6 3 2．10 7 ．9 6 ．5 5 2 ＊

0 －D 2 9 ．4 4 8 ．7 0 2 7．3 4 1 0 ．6 5 ．5 6 7 ＊

E －D 4 5 ．9 8 1 0 ．3 8 4 5．8 1 1 0 ．3 5 ．6 2 2 ＊

N －P 2 4 ．5 8 1 0 ．1 4 2 6 ．89 1 1 ．4 9 ．6 9 0 ＊

G C R 6 0 ．2 1 1 4 ．4 7 5 8 ．3 5 1 2 ．9 6 ．4 4 9 ＊

（注）＊p＜．001

表16　場面の一致率（％）

場 面 9 因 子 1 1 因 子 場 面 9 因 子 1 1 因 子

＊ 1 5 1 ．5 1 3 4 3．4

2 5 0 ．0 4 5 ．6 ＊ 14 4 1．2

3 4 7 ．1 ＊ 15 5 8 ．1

＊ 4 6 3 ．2 16 64 ．0 5 5 ．1

＊ 5 5 8 ．8 5 8．8 17 3 8．2 3 4 ．6

6 4 7 ．8 4 1．9 18 5 0 ．0

＊ 7 7 1 ．3 5 2．2 二 塁旦 76 ．5 6 6 ．9

8 5 2 ．2 2 0 5 5 ．1

9 4 5 ．6 ＊2 1 5 7 ．3 5 2 ．9

1 0 4 8 ．5 3 6 ．0 ＊2 2 76 ．5

＊ 1 1 4 3 ．4 ＊2 3 5 5 ．1

＊ 1 2 4 2 ．6 ＊2 4 5 6 ．6

平 均 5 3 ．9 5 1 ．1

（注）1；アンダーラインを付した場面は超

自我阻害場面
2；＊を付した場面はGCR場面

さて，1回目と2回目との反応を比較して有意差がみられたのは，評点因子ではE′（P＜

．01），m（P＜．05），評点カテゴリーではE－A（P＜．05），M－A（P＜．05），N－P（P＜．05）な

どであった。つまり，1回目から2回目にかけてE′－反応が減少し，m－反応が増加している。

それに伴ってガーAが減少，〟－AとALPが増加するという反応パターンの変化を示してい

ることがうかがえる。しかし，Rosenzweigたち（1975）による成人用P－Fの再検査法によ

る研究では，すべての評点カテゴリーに有意差がないことを報告しているので，今回の報告で

得た差異が一般的傾向であるとはいいがたい面をもっている。

今回の検査一再検査期間は夏期休業期間をはさんでの11週間であった。一般的な考え方とし

て想定されることは，女子学生を対象として検討したので，第1回目には多少の抑制的反応
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（Suppression）があったものが，第2回目では，妥脇的，時間的解決などにまつ反応に変動

し，それが同時に，ガーA，劇トA，Ⅳ－P　への差となってあらわれたと考えていいのではないか

と思っている。けれどもこの解釈も推測の域を出ないものである。

ところで，分布の正規性もさることながら，一応偏差積法で求めた相関係数は表15の最右欄

にみるように，評点因子，評点カテゴリー，GCR　のいずれにおいても0．1％水準で有意であ

り，Rosenzweigたち（1975）に行なった，男手9名，女子7名，合計16名について行なった

ものよりも全体として，かつ一貫して高い倍であった。これらの数値は，一般の質問紙に比較

するとやや低いものの，投影法で3か月近い間隔による倍強性係数としては一応妥当な値では

ないかと考えられる。

次に，各場面ごとの，1同日と2回日の各被験者の反応について，完全に一致しているとき

を1点，半分の一致（組合せ評点等の場合が主である。）を0．5点，全く一致していない場合を

0点として得点化し，一致率（％）を算出したのが豪16である。9因子の場合はE′，E，e，I′，

I，i，M’，M，mの9評点因子，11因子の場合はET反応のうちE一反応を，ト反応のうち「反

応をそれぞれ別個に抽き出して計算したものである。

9因子のときの全場面の一致率の平均は53．9％，11因子としたときの全場面の一致率の平均

は51．1％であった。さらに，9因子の場合，自我阻害の15場面と，超自我阻害の9場面（場面

6が原版や我々の標準化している日本版では自我阻害場面なのだが，旦一反応やュー反応が出現

するので，ここではこの場面も考慮して9場面としている。本来は自我阻害場面が16場面と，

超自我阻害場面が8場面とである。）とを比較すると，自我阻害場面が平均52．1％，超自我阻

害場面が平均49．3潔で，ほぼ同じ値であった。

さらに，GCR設定の13場面とその他の11場面とを比較してみると，GCR場面は平均57．9％．

その他の場面は平均49．3芳となり，前者が後者よりやや高い値であった。しかし，GCR場面

のすべてが高い一致率を示しているわけではなく，場面11，12，14などは平均よりも10％あま

りも低い値となっていることがうかがえる。

総じていえば，短大女子学生を用いての，約3か月の期間をおいての再検査法による相関係

数と一致率とからみた倍庖性は有意な値を示しており，質問紙法ほどの高い数値は示さなかっ

たものの．信相性のかなり高いものであることが明らかとなった。
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参考資料〔1〕Peer・Female－Male（Items5，7，and18）の結果

（○印は超自我阻害場面以下同様）

⑤ ⑦

1 8

£ ’ £ ● g － A

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

5

7

1 8 ，2 7 ．2

2 7 ．2

9 ．1

2 6 ．7

2 6 ．7

8 ．9

1 2 ．0

7 1 ．2

1 ．3

8 4 ．5

2 8 ．2

9 ．0

6 9 ．7

0 ．5

7 9 ．2

2 6 ．4

2 ．0

2 ．0

8 ．7

1 2 ．7

4 ．2

1 ．8

3 ．8

1 0 ．8

1 6 ．4

5 ．5

1 4 ．0

7 3 ． 2

3 7 ．2

1 2 4 ．4

4 1 ．5

1 0 ．8

7 3 ．5

3 8 ．0

1 2 2 ．3

4 0 ．8

高 校

5

7

1 8

0 ．3

3 2 ．8

3 3 ．1

1 1 ．0

0 ．8

3 6 ．0

訪 ．8

1 2 ．3

1 1 ．5

7 2 ．3

1 ．8

8 5 ．6

2 3 ．5

1 0 ．0

8 5 ．2
9 5 ．2

3 t ．7

2 ．0

7 ．7

8 ．5

1 8 ．2

6 ．1

0 ．3

3 ．5

5 ．7

9 ．5

3 ．2

1 5 ． 3

8 0 ．．3

4 0 ．3

1 3 6 ．8

4 5 ．8

1 0 ．3

8 9 ．5

4 1 ．7

1 4 1 ．5

4 7 ．2

大 学

5

7

ユ8 5 2 ．8

5 2 ．8

1 7 ．6

0 ．3

3 8 ．5

諭 ．8

1 2 ．9

1 1 ．3

7 9 ．6

9 0 ．9

3 0 ．3

7 ．3

7 4 ．5

8 1 ．8

2 7 ．3

0 ．3

3 ．9

5 ．9

1 0 ．1

3 ．4

0 ．5

5 ．3

5 ．3

1 1 ． 1

3 ．7

1 1 ．6

8 3 ．5

5 8 ． 7

1 5 3 ．8

5 1 ．3

8 ．1

7 9 ．8

4 3 ．8

1 3 1 ．7

4 3 ．9

雇十

5

7

1 8

0 ．3

1 1 2 ．8

1 1 3 ．1

1 2 ．e

0 ．3

0 ．8

1 0 1 ．2

1 0 2 ．3

1 1 ．4

3 4 ．8

2 2 3 ．1

3 ． 1

2 6 ．1

2 9 ．0

2 6 ．3

2 2 9 ．4

0 ．5

2 5 6 ．2

2 8 ．5

4 ．3

1 3 ．6

2 3 ．1

4 1 ．0

4 ．8

2 ．6

1 2 ．6

2 1 ．8

3 7 ．0

4 ． 1

3 9 ． 1

2 3 7 ．0

1 3 9 ．0

4 1 5 ．1

4 8 ．1

2 9 ．2

2 4 2 ．8

1 2 3 ．5

3 9 5 ．5

4 3 ．9

（9 ⑦

ユ8

J ’ 1
l ∫ － A

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

5

7

1 8

5 ．2

2 ．7

7 ．9

2 ．6

4 ．3

2 ．7

7 ．0

2 ．3

1 4 ．2

2 0 ．2

0 ．7

3 5 ．1

1 1 ．7

1 9 ．5

2 0 ．0

2 ．0

4 1 ．5

1 3 ．8

6 6 ．3

1 ．3

1 2 ．8

8 0 ．4

2 6 ．8

6 4 ．7

1 ．3

1 2 ．0

7 8 ．0

2 8 ．0

8 5 ．7

2 4 ．2

1 3 ．5

1 2 3 ．4

引 ．1

8 8 ．5

2 4 ．0

1 4 ．0

1 2 6 ．5

4 2 ．2

高 校

5

7

1 8

9 ．2

4 ．5

0 ．7

1 4 ．4

4 ．8

5 ．3

2 ．3

7 ．6

2 ．5

2 4 ．5

1 1 ．0

2 ．0

3 7 ．5

1 2 ．5

1 6 ．8

5 ．2

4 ．0

2 6 ．0

8 ．7

5 5 ．2

0 ．5

6 ．5

6 2 ．2

2 0 ．7

6 7 ．5

0 ．3

7 ．2

7 5 ．0

2 5 ．0

8 8 ．9

1 6 ．0

9 ．2

1 1 4 ．1

3 3 ．0

8 9 ．6

7 ．8

1 1 ．2

1 0 8 ．6

3 8 ．2

大 学

5

7

1 8

6 、3

1 ．0

7 ．3

2 ．4

3 ．5

1 ．5

5 ．0

1 ．7

1 3 ．6

1 1 ．3

1 ．1

2 6 ．0

8 ．7

1 9 ．3

1 4 ．3

6 ．5

4 0 ．1

1 3 ．4

6 8 ．5

5 ．1

7 3 ．6

2 4 ．5

6 9 ．0

0 ．5

3 ．5

7 3 ，0

2 4 ．3

均 ．4

1 2 ． 3

6 ．2

1 0 6 ．9

3 5 ．6

9 1 ．8

1 6 ．3

1 0 ．0

1 1 8 ．1

3 9 ．4

計

5

7

1 8

2 0 ．7

8 ．2

0 ．7

2 9 ．6

3 ．3

1 3 ．1

6 ．5

1 9 ．6

2 ．2

5 2 ．3

4 2 ．5

3 ．8

9 8 ．6

1 1 ．0

5 5 ．6

3 9 ．5

1 2 ．5

1 0 7 ．6

1 2 ．0

1 9 0 ．0

1 ．8

2 4 ．4

2 1 6 ．2

2 4 ．0

2 0 1 ．2

2 ．1

2 2 ．7

2 2 6 ．0

2 5 ． 1

2 6 3 ．0

5 2 ．5

2 8 ．g

3 4 4 ．4

3 8 ．3

2 6 9 ．9

4 8 ．1

3 5 ．2

3 5 3 ．2

3 9 ．2

（9 ⑦

1 8

〟 ． 〟 桝 〟 － A

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

5

7

1 8 3 ．2

3 ．2

1 ．1
1 ．8

1 ．8

0 ．6

0 ．3

1 4 ．5

1 4 ．8

4 ．9

0 ．3

0 ．2

1 8 ．5

1 9 ．0

6 ．3

3 1 ．7

3 1 ．7

1 0 ．6

2 8 ．3

2 8 ．3

9 ．4

0 ．3

4 9 ．4

4 9 ．7

1 6 ． 6

0 ．3

0 ．2

4 8 ．6

4 9 ．1

1 6 ．4

高 校

5

7

1 8 8 ．3

8 ，3

2 ．8

0 ．2

5 ．2

5 ．4

1 ．8

0 ．5

1 5 ．0

1 5 ．5

5 ．2

0 ．5

1 7 ．0

1 7 ．5

5 ．8
2 4 ．7

2 4 ．7

3 ．2

2 5 ．0

2 5 ：0

8 ．3

0 ．5

4 8 ．0

4 8 ．5

1 6 ．2

0 ．7

4 7 ．2

4 7 ．9

1 8 ．0

大 学

5

7

1 8 2 ．3

2 ．3

0 ．8

0 ．3

6 ．0

6 ．3

2 ．1

0 ．8

1 3 ．2

1 4 ．0

4 ．1

0 ．5

1 1 ．3

1 1 ．8

3 ．9

1 9 ．1

1 9 ．1

8 ．4

2 9 ．0

2 9 ．0

9 ．7

0 ．8

3 4 ．6

3 5 ．4

1 1 ．8

0 ．3

0 ．5

4 6 ．3

4 7 ．1

t 5 ．7

計

5

7

1 8 1 3 ．8

1 3 ．8

1 ．5

0 ．3

0 ．2

1 3 ．0

1 3 ．5

1 ．5

1 ．6

4 2 ．7

4 4 ．3

4 ．9

0 ．3

1 ．2

4 6 ．8

4 8 ．3

5 ．4
7 5 ．5

7 5 ．5

8 ．4
8 2 ．3

8 2 ．3

9 ．1

1 ，6

1 3 2 ， 0

1 3 3 ．6

1 4 ．8

0 ．6

1 ．4

1 4 2 ．1

1 4 4 ．1

1 8 ．0

（り （り

18

0 － β β － β JV － P

男 女 男 女 男 女

中 学

5

7

18

5 ．2

2 ．7

30 ．4

33 つ

1 2．3

4．3

2 ．7

2 8 ．5

3 5 ．5

11 ．3

2 6 ．2

9 1 ．7

16 ，5

1 34 ．4

44 ．8

28 ．8

8 9．9

2 1．0

139 ．7

4 6．5

68 ．3

3 ．3

5 3．2

12 4．8

4 1．8

6 6 ．5

5．1

5 1．1

1 22 ．7

40 ．9

高 枚

5

7

18

9 ．2

4 ．8

4 1．8

5 5．8

1 鐘．6

5 ．3

3．3

4 1．2

4 9．8

1 6．6

36 ．0

8 3 ．8

18 ．8

13 8 ．6

4 6 ．2

2 6．8

9 0．9

2 1．0

1 38 ．7

46 ．2

57 ．2

8 ．2

39 ．7

10 5」

3 5．0

6 7 ．8

3．8

3 7．9

10 9 ．5

3 8．5

大 学

5

7

18

6 ．3

1．0

5 5．1

6 2．4

2 0．8

4．1

1 ．5

4 4 ．5

5 0 ．1

1 6 ．1

2 4 ．9

9 1．7

14 ．3

1 30 ．9

43 ．8

26 ．6

89 ．3

1 7．8

13 3．7

4 4．6

68 ．8

3．9

3 0．1

10 2．8

銅 ．3

6 9，5

5．8

37 ．8

1 13 ．1

3 7 ．7

計

5

7

18

20 ．7

臥 5

1 27 ．3

156 ．5

17 ．4

ユ3．7

7．5

1 14．2

13 5．4

1 5．0

8 7．．1

26 7 ．2

4 9 ．6

40 3 ．9

4 4 ．9

82 ．2

2 70 ．1

59 ．8

4 12 ．1．

45 ．8

ユ94 ．3

15 ．4

1 23 ．0

33 2．7

3 7．0

20 3．8

14．7

12 6．8

34 5 ．3

38 ．4
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参考資料〔2〕Peer・Female－Female（Items，2，15，and20）の結果

② 1 5

20

g g ● β － A

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

2

15

2 0．

1．8

30 ．8

3 2 ．6

10．9
2 ．0

27 ．7

29 ，7

9 ．9

0 ．8

13 ．3

14 ．3

2 8．4

9．5

0 ．5

1 1 ．7

1 0 ．8

2 3 ．0

7．7

0 ．2

0．5

0 ．7

0 ．2

1．5

1．7

3 ．Z

l．1

1．0

1 5．1

4 5．6

6 1．7

2 0．6

2．0

13．7

4 0．2

5 5 ．9

18．6

高 校

2 ．

15

2 0

2．5

2 6．7

2 9 ．2

9．7
2 ．5

27 ．2

29 ．7

9 ．9

3 ．5

2 1．5

18 ．3

4 3．3

14 ．4
7．2

1 4．3

2 1 ．5

7．2

0．5

0．3
0 ．8

0 ．3

0 ．2

0 ．2
0 ．4

0 ．1

4 ．0

24 ．3

45 ．0′

7 3．3

糾 ．4

0．2

9．9

4 1．5

5 1．6

1 7．2

大学

2

15

2 0

3 ．6

27 ．1

3 0．7

1 0．2
2 ．3

3 8 ．5

40 ．8

13 ．8

2 ．0

15 ．5

19 ．2

36 ．7

12 ．2

0．8

7．0

1 3．5

2 1．3

7．1

0．6

1．3

1 ．9

0．6

1 ．0
1 ．0

0 ．3

2 ．6

19 ．1

47 ．6

6 9．3

23 ．1

1．8

9．3

5 2．0

6 3．1

2 1．0

計

2

1 5

2 0

7 ．9

84 ．6

92 ．5

1 0．3
6．8

9 3 ．4

1 00 ．2、

11 ．1

6 ．3

50 ．3

5 1．8

108 ．4

12 ．0

1．3

2 5．9

3 8．6

6 5．8

7．3

1．3

0 ．3

1．8

3．4
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参考資料〔3〕Peer・Male－Male（Items，4，8，andlO）の結果
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参考資料〔4〕Peer・Male－Female（Items6，12，and22）の結果
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参考資料〔5〕Adult・Female－Male（Items17，23，and24）の結果
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参考資料〔6〕Adult・Female－Femalel（Items3，14，and21）の結果
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参考資料〔7〕Adult・Male－Male（Items1，9，and19）の結果

1　 9

⑳

g ’ g
●

∬ － ■

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

l 1．0

1 5 ．0

1．5
1 9．5

1 9．8
3 5．8

1 2 ．3

2 7 ．1

6 ．0
2 2 ．8

3 ．2
1 6．2

2 6．8

8 2．1

1 7 ．0

6 2 ．8

9

1 9

1 4 ．0

5 ．0

1 7 ．8

0 ．2

l．5
8 ．7

7．3

1 1．l
6 ．5

8 ．3

l．0

1 6 ．0

0 ．8

7 ．e
1 2 ．2

0 ．8

6．4
4 7．8

8．1

2 7 ．1

謳 ．5

9 ．3

2 0 ．1 i

高 校

1 3 ．2

1 5 ．1

3 ．2
1 9 ．7

1 9 ．3

14 2
4 4．5

1 1 ．7

2 9．5

9．7

2 8 ．6

3 ．5

2 0 ．9

3 2．2

8 8 ．2

1 8 ．4

7 0 ．1 こ

9

1 g

1 1．2

0 ．7

5 ．0 1 6 ．3

0 ．2

6．1

1 1．0
1 4．8 1 0 ．8

7 ．0

l．1 1 8 ．2

0 ．7

I ．5 1 7 ．2

0 ．2

7．0 4 3．6

1 2．4

2 l．4 4 4 ．3

7 ．4

灼 ・4 ：

大 学

1 2 ．7
1 6 ．7

2．0
2 1．5

2 8．3
5 7．3

1 8 ．8
1迫．4

8 ．4
4 2 ．0

3 ．8
2 6 ．1

3 9．4
1 1 6 ．0

2 4 ．6
7 6 ．も

9

1 9

1 4 ．0

5 ．1

1 9 ．5
7．2

1 5．1

1 3．9

用 ．1

4 ．8

4 ．8

l．5

3 2 ．7

0 ．9

川 ．0

2 1．5

0 ．8

8．7

6 1．8

14 ．8

3 l ．†

4 5 ．8

5 ．6

班 ．h

肝

1

9

6．9

3 9．2

4 6 ．8

6 ．7

5 3 ．6

6 0 ．7

6 7．4

3 8 ．0

1 3 7．6

4 2 ．8

2 2 ．1

8 5．0

2 4．1

6 6 ．9

9 3 ．4

1 0 ．5

5 0 ．9

6 3 ．2

9 8 ．4

1 5 3．2

2 8 6 ．9

6 0 ．0

1 2 6 ．6

1

2 膿 ．9 ！

1 9 0 ．7

5 ．2

0 ．4

l ．†

3 2．2

1 5．3

2 0 ．1

l，4

2 ．4

1 0 ．4

1．8

7 ．0

3 5．3

3 1．l

2 2 ．3

2 3 ．t ‾

1　 9

⑬

Jノ J f ∫ － A

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

1 1．2

3 ．4

1．2
3 ．5

5．3
糾 ．1

8 ．3
8 2．4

－
2 6 ．5

－
2 3 ．8

6 ．5

1 1 4．0

9 ．5 1

1 0 9 ．7 i

l

9

1 9

2 ．2

1 ．1

2 ．3

1．2

7 8 ．8

2 8 ．0 ． 0 ．3

7 3 ．8

2 7．5 1 5．7

1 0 ．8

l ．8 1 0 ．0

1 3 ．8

7．9 15 ．7

9 1．8

3 l．0 1 0 ．3

8 9 ．9

3 8 耳

r

高 校

1 1 ．5

1 0 ．2

3 ．2

4 ．9
1．0

7

7 5．7

3 ．8

8 3 ．6

0 ．3

1 5 ．7

0 ．3

2 3．4

2．8

1 0 1．6

1 ．3

1 1 1・l l

9

1 9

8 ．7
3 ．4

1．7

1．8 0．

7 4．0

2 5．2
7 9 ．8

2 7．9 1 1 ．7

3 ．7 ．

5 ．2 1 2 ．3

1 0 ．3

7．8 1 2．4

8 6．4

3 3 ．1 1 2 ．3

9 2 ．3

3†．l l

大 学

1 4．1

6 ．2

4 ．3

7 ．8

0．8

7 7．2

5 、0

8 1．3

0．5

1 2 ．6 2 8 ．5
5．4

9 6 ．0
9 ．3 l

1 1 7 ．6 ：

9

1 9
2 ．1

2 ．1 0 ．5

3 ．0

2 ．1

7 6．4

2 5．7 0 ．3

7 6 ．0

2 7．1 5 ．4

6．7

4 ．2 1 4 ．5

1 4 ．0

l ．5 5 ．4

8 5．2

3 2．0 1 5 ．3

9 3 ．0

3 l ．2 1

計

1 6 ．8

1 9 ．8

8 ．7

1 6 ．2

7．1

2 3 7．0

1 7 ．1

2 4 7 ．3

0 ．8

5 4 ．8

0 ．3

3 6 8
7 5．7

1 4．7

3 1 1 ．6

2 6 ．1
3 3 9 ．が

9

相

1 3．0

2 ．2 0．5

7 ．0

1．8 0．7

2 2 9．2

2 6．3 0 ．6

2 2 9 ．6

2†．5 3 2 ．8

2 1．2

6 ．1
3 8 ．6

8 ．4 3 3．5

2 6 3．4

3 4 ．8 3 7 ．9

2 7 5 ．2

3 7 ．r

1　 9

⑬

〟 ′ 〟 桝 〟－ A

男 女 男 女 男 女 男 女

中学

1 17 ．3
17 6

24 ．7
25 4

4 9．0
5 0 3

4 8．8
4 9 8 － 4 3 3 － 5 1．5

6 6．3
1 11．2

73 ．5 1 26 ．7 ：

9

19

0 ．3
5 ．1

0 ．7
6 ．8

1．3
1 6．1

1．0
16．6

4 3 ．3
14．4

51 ．5
17 ．2

4 4こ9
3 †・t

53 ．2 42 ・2 ！

1

高 校

1 5．0
6 3

18 ．3
19 ．3

5 7．0
6 7 8

5 7、0
6 8 3 － 3 2 0 － 30 ．7

62 ．0
106 1

7 5 ．3 L118 3 ：
9

19

1．3
雪．t

1．0
l ．1

10 ．8
2 2．6

11 ．3
2 童．8

3 2．0
10．7

30 ．7
10 ．2

44 ．1
3 5．4

43 ．0
鍋 ．4

大 学

l 9 ．1
10 0

12 ．5
1 3．8

4 5．0
4 9．0

5 3 ．8 5 ケ．3 － 2 7 ．8 － 35 ．3
54 ．1

8 6 ．8
66 ．3

106 ．4 1
9 0 ．9

3 ．3
0 ．8

4 ．1
4 ．0

1 6．3
3，0 l毒．I

2 7．8
l．3

35 ．3
1 1．8

3 2．7 揖 l 39 ．1 l
鈍 ．有
！19 － 0 ．5 － 0．5 － － 1 ．0

汁

1

9

3 1．4

2．5
33 ．9

55 ．5

2 ．5
58 ．5

15 1．0

16 ．1
16 7．1

15 9．6

15．3
17 5．4

10 3．1
10 3．1

1 17 ．5
117 ．5

182 ．4

12 1．7

l
3叫 ．1

2 15 ．1

1 35 ．3
3 51 ．4 ．．

19 －
3 ．8

0 ．5
e ．5

－

1 8．1
0 ．5
用 ．5

－

11 ．5
－
13 ′l

－
3 事．8

1 ．0
3l ・〇二

1　 9

⑬

0 － β ∬一月 〟－ P

男 女 男 年 男 女

中学

1 19 ．5
36 ．0

27 ．4
偲 ．4

74 ．1
17 0．2

6 9．4
15 9．3

6．0
9 2 ．6

3 ．2
9 1．5

9

19

14．3

2 ．2
12 ．0

18 ．5

2 ．5
18 ．1

1 0．0

8 6．1
5 6．7

7．8

8 2 ．1

5 3こl 7 5 ．0

11．6
3 0．1

73 ．7

14 ．6
3 0．5

高 校

1

9

19

9 ．7

12 ．5

9 ．4

31 ．6

10．5

24 ．7

17 ．3

1．9

4 3．9

日 ．e

7 7．3

25 ．7

8 5．0

18 8．0

6 2．°e

7 2．5

2 2．1

8 6．8

18 1．4

6 0ニ5

10・p

6 1．9

4．4

76 ．3°

2 5．4

3 ．8

60 ．2

1 1．0

7 0．5

25 ．0

大 学

1

9

19

15．9

14．9

2 ．1

32 ．9

11 ．0

18 ．8

20 ．8

3 ．5

43 ．1

日 ．4

74 ．1

1 9．1

90 ．3

18 3．5

6 1．2

7 7．6

8．1

8 1．3

16 7．0

5 5．7

8．9

6 5 ．9

7 ．6

8 2 ．4

27 ．5

3 ．8

7 1．3

14 ．8

89 ．9

3 0．0

計

1

9

19

4 5．1

4 1．7

13．7

1 00 ．5

11 ．2

70 ．9

56 ．6

7 ．9

135 ．4

15 ．0

22 5．5

54 ．8

26 1．4

54 1．7

8 0．2

2 19 ．5

3 8．0

25 0．2

50 7．7

5 6．4

2 4．9

20 2．8

2 3 ．6

2 51 ．3

．27 ．1

10 ．8

2 05 ．2

40 ．4

2 56 ．4

28 ．5
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参考資料〔8〕Adult・Male－Female（Items，11，13，and16）の結果

1 1 1 3

⑬

g ’ 且 ′ ∬ － ▲

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

1 1 1 2 ．3

3 3．8

9．8

3 3．6

5 7．7

1 2 0 ．4

5 3 ．2

1 2 6 ．9

0 ．7

1 4 ．0

1．5

1 5．2

7 0 ．7

5 9 0

1 6 8 ．2

6 4 ．5

6 0 2

1 7 5 ．7

1 3

1 8

2 1．2

0 ．3

1 1．3
2 2．5

1．3

1 1．2 2 5 ．5

3 7．2

4 0．1 2 5 ．0

4 3 ．7

4 2 ．3 1 2 ．3

1．0

4 ．7 1 2．7

1．0

5 ．1

諷 5

囲 ．1

5 1．

榊 ．1

高 校

1 1 t1 3 ．7

2 8 ．1

1 1．2

2 3．0

3 6 ．7

1 4 5．1

5 6 ．2
1 4 5 ．8

1．8

1 0 0

1 3．6

0．2

1 2 ．4

5 2．2

1 8 6 ．8

6 7 ．

3

1 8 1．2

1 3

1 6

1 3 ．7

0 ．7

9．4
1 1 ．5

0 ．3

7．1
4 5 ．2

6 3 ．2

4 8 ．4
4 1．8

4 7 ．8

4 8 ．1
1．8

4 ．5 9．7

2．5

4．1 6 8 ．9

6 5．7

1 2 ．I 6 ．

5 0 ．

1 0 ．4

大 学

1 1 1 0．8

3 1．1

1 0．0

3 2．3

5 5 ．6

1 封 ．7

4 7 ．5

1．1 8 ．5

0 ．5

1 9 ．1

1 6 5
1 9 ．5

6 6 ．9

2 0 4 ．9

5 7 ．5

6 1 3

1 7 0 ．3

1 3

1 6

2 0 ．3
1 0．4

2 1．8

0 ．5

1 0 ．8
4 0 ．7

5乱 4

5 1 ．1
2 3 ．0

4 8 ．0

3 l ．5 1 2．7

5 ．9

l．4
3．0

e．5 7 3．7

6 4 ．3

e 8 ．3

5 1．5

5 l．8

汁

1 1 3 6 ．8

9 3．0

3 1 ．0

8 8 ．9

1 5 0 ．0

4

4 2 0 ．2

1 5 6 ．9

3 9 1．2

3 ．0
4 6．7

1．7

3 8 9
4 7 ．1

1 8 9 ．8

6

5 5 9 ．9

1 8 9．6

1 8 4 5

5 2 7．2

1 3

1 6

5 5．2

1．0

1 0．3 5 5 ．8

2 ．1

l ．1 1 1 1．

1 5 8 ．8

4 e ．7 8 9 ．8

1 4 4 ．5

4 3．5 3 5 ．0

6 ．7

5．2
6 ．5

5 ．2 2 0 1 ．

1 6 8 ．5

1 2 ．2

1 5 3．1

5 8．1

1 1 1 3

⑬

！ ′ J
，

∫ － ▲

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

・1 1

1．7 1 ．0 3 4 ．5

0 ．3

3 3．8 2 6．3

0 ．3

2 1 ．3 6 2 ．5

0 ．6

5 6 ．1

1 3

1 6 1．7

0．6

1 ．0

0 ．3

3 4 ．5

1 1 ．5

3 3．5

1 1．3
1 1．0

1 5．3

l．8
7 ．5

1 3 ．5

7 ．1 1 1．0

5 1 ．5

2 0 ．8 7 ．5

4 8 ．0

1 8 ．7

高 校

1 1 1．0

5．0
－

1 ．8
－

2 5 ．3
－

3 9．5

0 ．7

5 ．2

0 ．7

1 0 ．9

1 ．7

3 5 ．5

0 ．7

5 2．2

1 3

1 6

0 ．3

3 ．7

1．7

1 ．8

0 ．e 0 ．3

2 5 ．0

8 ．4 0．3

3 9．2

1 3．2 2．2

2．3

1．7 2．5

7．7

3 ．6 2 ．8

3 1 ．0

1 1．8 2 ．8

4 8 ．7

1 7．4

大 学

1 1
－

2．4
－

3 ．0
－

2 9 ．6
－

3 9．5

0 ．6

3 8

4 ．9

0 ．8

4 5

1 0 ．8
0 ．6

3 8

3 5 ．9

0．8

4 5

5 3．3

1 3

1 6
2 二‾l

0．8

3 ．0

t ．0

2 9 ．6

4 ．9

3 9．5

1 3．2

0．5

1 ．8

5 ．5

3 ．8

3 2 ．5

1 2．3
4 3 ．0

H ．8

計

1 1 1．0

9 ．1 5 ．8 8 9．4
0．3

1 1 2 ．8
1．3

3 6 ．4

1 ．8
4 3 ．0

2 ．3

7

1 3 4 ．9
2．1

1 4 8

1 6 1．6

1 3

1 6

0 ．3

7．8

1 ．0

5 ．8

0 ．6 0 ．3

8 9 ．1

l．e 0．3

1 1 2 ．2

1 2 ．5 1 7 ．0

1 8．1

4 ．0 1 4 ．5

2 6 ．7

4 ．8 1 ．6

1 1 5 ．0

1 5．0
1 4 4．7

1 8．0

1 1 1 3

⑬

〟 ′ 〟 l邦 〟 － A

男 女 男 女 男 女 男 女

中 学

1 1

1 3

1 6

5．3

1．8

7．1

2．4

3 ．8

1 ．3

5 ．1

1 ．†

2 1．0

4 ．7

2 5．7

8 ．6

2 9．7

4．3

3 4．0

1 1 ．0

2 3．5

2 3 ．5

7 ．8

2 6 ．0

0 ．7

2 6 ．7

8 ．9

2 6 ．3

3 0 ．0
5 6．3

1 8．8

3 3．5

3 1．6

0．7

6 5．8

2 1．9

高 校

1 1

1 3

1 6

1 3 ．7

3 ．2

0．2

1 7．1

5．7

7 ．3

1 ．3

8 ．6

2 ．9

2 0 ．5

4 ．0

2 4 ．5

8．2

2 0 ．2

3．8

2 4．0

8．0

2 1，2

2．2

2 3 ．4

7 ．8

2 8 ．7

2 8 ，7

9 ．．6

3 4 ．2

2 8 ．4

2 ．4

6 5．0

2 1．7

2 7．5 ・

3 3．8

6 1．3

2 0．4

大 学

1 1

1 3

1 6

1 0 ．1

1．3

1 1 ．4

3．8

8 ．5

1 ．3

9 ．8

3 ．3

2 2 ．4

2 ．3

2 4 ．7

8．2

3 2．3

6．3
：迫．6

1 2．9

1 9．0

1．5

2 0 ．5

8 ．8

3 1 ．8

3 1．8

1 0 ．8

3 2 ．5

2 2 ．6

1．5

5 6 ．6

1 8．9

4 0．8

3 9．4
8 0．2

2 6．7

雷十

1 1

1 3

1 6

2 9 ．1

6 ，3

0．2

3 5．6

4．0

1 9 ．6

3 ．9

2 3 ．5

2 ．6

6 3 ．9

1 1．0

7 4 ．9

8 ．3

8 2．2

1 4．4
9 6．6

1 0．7

6 3．7

3．7

6 7 ．4

7 ．5

8 6 ．5

0 ．7

8 7 ．2

9 ．7

9 3 ．0

8 1．0

3 ．9

1 7 7．9

川 ．8

1 0 1．8

1 0 4．8

0．7

2 0 7．3

2 3．0

1 1 1 3

⑬

0 － β ∬ － β Ⅳ － P

男 女 男 女 男 女

中 学

1 1 I 7 ・6

4 2 ．6

1 3．6

2 3 8

3 9 ．7

7 8 ．7

1 8 0 ．6

8 3 ．2

1 9 4 ．7

0 ．7

4 6 8

6 3．8
1．8

6 3．2

1 3

1 6

2 3 ．0

2 ．0

川 ．2

2．3

1 3 ．2 3 0．2

7 1．7

8 0．2 2 9 ．3

8 2 ．2

6 4 ．9

1 6 ．3
2 1．3 4 6．2

1 5．2

2 1．1

高 校

1 1 2 8 ．4

5 0 ．2

1 8 ．5

3 3．4

5 7．2

1鋸 ．9

7 6 ．4

2 0 9 ．3

2 ．5

4 2 ．2

0．9

5 2．0

1 3

1 6

1 7：2

4 ．6

l e ．†

1 2 ．8

2 ．1

1 1．1

4 9．5

8 8．2

6 8 ．0

4 5 ．9

8 7 ．0

6 9 ．8

3 3 ．4

6 ．3

川 ．1
4 0．9

1 0．2

1 7．3

大 学

1 1

1 3

1 6

2 0 ．9

2 1 ．6

2 ．4

4 4 ．9

1 5 ．0

1 8 ．5

2 3 ．1

3 ．5

4 5，1

1 5 ．0

7 8．0

4 3．0

8 8，0

2 0 9 ．0

e l．7

7 9 ．8

2 9 ．3

8 7 ．5

1 9 6 ．6

6 5 ．5

1．1

3 5 ．5

7 ．9

4 4．5

1 4．8

0．8

5 2．8

8．5

6 2．1

2 0．7

雷十

1 1

1 3

6 6 ．9

6 1 ．8

1 3 7 ．7

5 0 ．6

5 9 ．7

1 1 8 ．2

2 1 3．9

1 2 2．7
5 8 4．5

2 3 9 ．4

1 0 4 ．5
6 0 0 ．6

4 ．3

1 1 5 ．7

1 5 0．5

3．5

1 3 9．9

1 7 7．3

1 6 9．0

1 5 ．3 ・

7 ．9

1 3．1
2 4 7．9

1 4．9
2 5 6 ．7

8 8 ．7

3 0 ．5

1 8．7

3 3．9

1 9．7


